
＜R3.8.23保育課＞ 

０歳児入園選考方法の見直しについて 

 

令和３年３月１５日開催の第２８回子ども・子育て会議においてご意見をいただきま

した、０歳児の入園について、次のとおり検討結果を報告いたします。 

 

（１）現状と課題 

 ・保育園等の入園（選考）については、基本指数（保育を必要とする事由）と調整指

数（優先事由）により世帯状況を指数化し、その合計指数の高い児童から順に保育

の利用を決定している。 

・０歳児の申込については、１年の育休明けの利用など、年度の途中入園を希望する

児童が多く、上記の入園選考方法によると、施設によって入園時期に偏りが生じる

場合がある。 

・民間施設では、０歳児の受入れに備えて４月から保育士を配置している施設もある

ことから、入園時期の早い児童を確保できるよう対応を検討する必要がある。 

 

（２）検討結果 

  民間施設における保育士配置の現状等を踏まえ、入園時期が早い児童をできる限り

確保できるよう次のとおり入園選考方法の一部見直しを行います。 

 ＜見直し内容＞ 

従来の入園選考前に、民間施設に４～６月の入園を希望する０歳児について、 

一定数（利用定員の１/３程度）を優先して決定する。 

   ◆見直し後の入園選考フロ－ 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜見直し効果＞ 

前年度（令和３年度新入園）申込デ－タを基に見直し後の効果を検証した結果、

民間施設における４月から６月の入園児童数が約１割増加した。 

 

（３）その他 

・令和４年度入園申込受付分（令和３年１０月受付分）から運用を開始します。 

  ・０歳児選考方法の一部変更については、９月１日から配布する「教育・保育ガイ

ドブック」で利用者に周知します。 
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